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弥生土器とは 今から約2300～1700年前の弥生時代に使われ

た土器のことです。

弥生時代の遺跡を発掘すると、土器や石器、木製品など当時の生活用具類がたくさん

出土しますが、特に多いのが土器です。唐古・鍵遺跡からも大量の弥生土器が出土し、

様々な形や文様を施したものがみられます。この時代の土器は、お米などを煮炊きする

嚢、貯蔵に使う壷、盛りつけに使う高杯・鉢など、それぞれの用途に合った土器が作ら

れました。とりわけ、貯蔵の器である壷の存在は、農耕文化としての弥生時代の性格を

象徴しています。

日本では、今から1万年前の縄文時代から土器が使われるようになり、この時代に使わ

れた土器を縄文土器といいます。縄文土器は、立体的な造形で飾られ、極めて装飾的な

ものが多くみられますが、縄文時代の終わり頃の西日本では装飾の少ない土器へと変化

し、弥生土器の登場になります。唐古・鍵遺跡でもごく僅かですが、「縄文晩期」の土器

が出土しています。
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土器　考古学では、土を焼いて作った和英のかかっていない素焼きの器のことを指す。粕薬のかかっているものは

陶器といい、カオリンという白い石を砕いた粉から作り、1200度の窯で焼いた器を磁器という。今からおよそ

1万年前、火事などの偶然から、土を焼くと固くなることに気づいたとみられる。この土器の発明により、ドング

リなどの木の実も食べられるようになった。また、煮ることで、肉や月などもある程度の保存が可能となった。そ

の結果、．人口は急増し、生活も豊かになった。

古墳時代以降の野焼きで焼かれた
はじき

ぼ磋土器」を土師器と呼び、縄文土器

や弥生土器と同系統の土器です。特に、

小型精製土器や嚢など、広い地域で類

似した土器を用いるようになります。

縄文晩期の「蜜（深鉢）」

2

古墳時代の土器（土師器）のセット



をつくる
土器づくりは女性の仕事と考えられていますこ

各ムラで作られ消費されましたが、なかには、

遠方まで運ばれた土器もありました。
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ほ特別なもので
近くの地下から採集し

④タタキ
粘土中の空気を抜き、焼成

時に割れにくくするために、

たたきしめる作業を行高ま

す。タタキ板とは羽子板状の

板で、土器に当たる面を多く

するため、縦方向の筋を刻ん

でいます。また、装飾として
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土器を飾る
弥生土器は、ヘラや櫛状の工具で様々な文様が描かれまし

た。ヘラ措き文様・彩文は前期、櫛描き文様は中期前半、四

線文様は中期後半に最も発達しました。

前期の文様

へラ描き文様
先の尖ったへラ状の道具で土器の表面に文様を施しました。木葉文や直線文、流

水文などがあります。

彩　文

土器の表面を黒く仕上げた後、筆状の道具でベンガラでつくった赤色を使い文様

を施しました。
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中期の文様

櫛描文様
草の茎のようなものを2本から

四線文
壷）　　へラや指先

を土器に押し当て、

鋸

回転を利用して凹んだ

直線を施しました。

／斜格子文

／
列点文

（台付鉢）
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特殊な土器 近畿地方の弥生土器の多くは、日常生活に使う器でした。

このような土器とは別に、まつりの時など特別な用途に使わ

れた土器もありました。

ミニチュア土器
本来の土器の形をそのまま縮4、した

ミニチュアです。
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多孔土器
この土器には多数の穴があいており、

灰が詰まっていました。口部分には紐

穴があり、吊り下げて使うようになっ

ており、液体を濾過するのに使ったも

のでしょう。

底の四角い土器と異形高杯
土器の底の形は丸いのが普通ですが、

中には方形の底をもった土器もあります。

異形高杯の文様
一般的な高杯は円形の杯部ですが、

杯部が長方形で仕切のついたものや楕

円形の杯部に弧帯文風の文様を措いた

特別な高杯があります。

絵画土器
弥生時代中期後半、鹿や建

物、人物、舟などの絵画が土

器に措かれました。唐古・鍵

遺跡からは、約130点の絵画

土器が出土し、‘全国の3分の

1の量にあたります。

記号土器
弥生時代後知には、絵画に

代わり、直線や曲線を組み合

わせた記号が土器に記されま

した。

これらの土署封ま、井戸などか

ら完形で出土することから水

のまつりに使われたと考えら

れます。
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運ばれた土器
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土器は時代のものさし
土器は遺跡の時代を決める重要な遺物

土器は、時代のものさしの役割を果たします。土器は、作り手の自由な発想のもとに

作られているわけではなく、土器の形や装飾の仕方、作る技術といった事柄はその時代

により規制されています。つまり、典型となる土器の様式が作り手の頭の中にあって、

その形を目指して作られるのです。その典型となる様式は、世代が移り変わる時や新し

い技術が導入された時に少しずつ変化していきます。土器は変化が速く、最も多く出土

することから、遺跡や遺物の時代を決める重要な資料になるのです。
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昭和11年の唐古・鍵遺

跡の発掘の際、大量の弥生

土器が出土しました。小林

行雄はこの土器を使って近

畿地方の弥生土器の変化を

まとめ、時代順に並べた図

を示しました。このような

作業を「偏年」といいます

が、この成果により、近畿

地方の土器の編年の基礎が

1出来上がったのです。
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